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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
 走査トンネル顕微鏡を用いた、半導体中での光励起キャリアダイナミクスの解析については、当該グ

ループが卓越した能力と実績を保有している。本研究で新たに、アトムトラッキング技術の導入による

探針位置精度の向上とシミュレーションの援用が加わり、数多くの成果を発表している。 
さらに、本研究の目標である光励起スピンの局所的な検出についても、ピコ秒レベルのスピン緩和測

定を世界で初めて実現したと見られる結果が出始めており、今後の展開が期待できる。最終目標である、

スピン輸送ダイナミクスの計測と新奇機能素子開発への適用には、まだ距離が大きいので、局所スピン

ダイナミクス検出の検証と高度化に、一層の努力を期待する。 


